
                    

 

 

 

 

 

令和４年１２月にスポーツ庁より、今年度の

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結

果が公表されました。この調査は全国の抽出校

の小学５年生と中学２年生を対象に体力や運動

能力を調べています。右のグラフは平成２０年

度から今年度までの中学校の体力合計点の経年

変化を示したものですが、小中学生の男女とも

に調査開始時から最も低い結果となりました。 

スポーツ庁は、「令和元年以降、子どもの体力は低下傾向にあり、感染症の拡大により拍車がかかった運

動不足について抜本的な改善をすることが必要である」と今後の課題を示しています。 

ぜひ、各学校においても、体力向上の取組の強化とともに、まずは基本的な生活習慣

の改善も含めた実態把握を行い、来年度に向けた「体力向上プラン」の策定と学校教育

活動全体を通じた取組をお願いします。 

以下、調査結果の概要の一部を紹介します。   ※詳細はスポーツ庁のＨＰ参照→ 

１ 運動習慣の改善に取り組もう！ 

 右のグラフは小学校の２０ｍシャトルランの

結果です。種目別の運動能力調査結果では、男

女ともに「２０ｍシャトルラン」・「５０ｍ走

」・「立ち幅跳び」が低下しました。中学校も

同様に平成２０年度の調査以降、最も低い結果

となりました。 

 また、体力の低下と併せて、下のグラフは中学校の１週間の「総運動時間の分布を表したものです。正課

時体育の授業を除く１週間の総運動時間は６０分未満の割合は男子８．１％、女子は１８．１％という結果

でした。中学校女子は小学校男女及び中学校男子と比べ、最も割合が高い結果となっていますが、コロナ禍

以前に比べると激減しています。小・中学校男女ともに運動習慣の改善が必要です。 
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２ 生活習慣の改善に取り組もう！ 

心身ともに健康に成長するためには、規則正し

い生活習慣がとても大切です。朝食の摂取状況に

ついて、「毎日食べる」と回答した児童生徒の割

合は小学校男女ともに減少傾向にあります。中学

校女子に関しては、右のグラフのとおり、「食べ

ない日もある」「食べない日が多い」を合わせて

「食べない」生徒が約２６％となっており、増加

幅が大きくなっています。 

また、睡眠時間の状況についてですが、1日の

睡眠時間が８時間以上という児童生徒の割合は減

少傾向にあります。スクリーンタイム（学習以外

でテレビやスマートフォンなどを見る時間）が影

響していることが考えられます。スクリーンタイ

ムが１日４時間以上である児童生徒の割合は、小中学校ともに増加傾向にあります。下のグラフに示したと

おり、中学校男子の令和４年度は２８．３％と、令和3年度より３％程度の増加が見られます。 

朝食の欠食や睡眠時間の減少、スクリーンタイムの増加といった生活習慣を見つめ直し、改善していくこ

とが大切です。 

 

 

 

 

 

 

３ 「健康三原則」の周知と改善に取り組もう！ 

調査の結果から健康三原則（運動、食事、休養及び睡眠）の

大切さを伝えている学校は小中学校ともに増えています。これ

は、各学校が重要課題として捉えていることの表れとも言えま

す。管内の指導室訪問等・要請訪問等でも「朝食の摂取状況を

定期的に調査し、情報提供に努めるなど保護者も含めて改善に

取り組んでいる」・「体育科の授業で運動時間の確保をし、質

と量との改善に努めているなど改善に向けた取組も見受けられ

ました。 

今後も、本調査の結果とともに児童生徒の生活実態や社会状況を踏まえ、体力向上と生活習慣の改善に向

けて、より一層学校の教育活動全体で児童生徒が「体を動かしたくなる仕組み」づくりを考え、実践してい

きましょう。 
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